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■路線バスのサービス状況等に対するあなたの考えをお聞きします。 

※外出で利用するバスのサービス状況に関するあなたの考えをお聞かせください。  

※バスをほとんど利用しない方は、あなたが持つバスに対するイメージをもとに、お答えください。 

問 6 バスの各サービス項目について、「①あなたが積極的にバスを利用できると思う条件」と、「②あなたがバスを利用するために最低限必要な条件」をそれぞれお聞かせください。 

6-1 バスの運行間隔について 

①積極的に利用するための条件 （1 つだけ選択⇒） □ 1 時間に 1本 □ 30 分に 1本 □ 20 分に 1本 □ 10 分に 1本 □ どの運行間隔でも使わない 

②最低限必要な条件    （1 つだけ選択⇒） □ 1 時間に 1本 □ 30 分に 1本 □ 20 分に 1本 □ 10 分に 1本 □ どの運行間隔でも使わない 
 

6-2 バスの料金について（自宅近くのバス停から問 3 でお聞きした最寄りの鉄道駅まで利用する場合の条件を教えて下さい） 

①積極的に利用するための条件 （1 つだけ選択⇒） □ 片道 300 円 □ 片道 250 円 □ 片道 200 円 □ 片道 150 円 □ 片道 100 円 □ どれだけ安くても使わない 

②最低限必要な条件  （1 つだけ選択⇒） □ 片道 300 円 □ 片道 250 円 □ 片道 200 円 □ 片道 150 円 □ 片道 100 円 □ どれだけ安くても使わない 
 

6-3 バス停までの徒歩距離について 

①積極的に利用するための条件 （1 つだけ選択⇒） □ 1km 以上 □ 約 1km □ 約 500m □ 約 300m □ 約 100m □ どれだけ近くでも使わない 

②最低限必要な条件  （1 つだけ選択⇒） □ 1km 以上 □ 約 1km □ 約 500m □ 約 300m □ 約 100m □ どれだけ近くでも使わない 
 

6-4 バスの所要時間について（自動車で 15 分の場所まで、バスで移動する場合の条件を教えて下さい） 

①積極的に利用するための条件 （1 つだけ選択⇒） □ 30 分（自動車の方が早い） □ 20 分 □ 15 分（自動車と同じ） □ 10 分（バスの方が早い） □ バスがいくら早くても使わない 

②最低限必要な条件  （1 つだけ選択⇒） □ 30 分（自動車の方が早い） □ 20 分 □ 15 分（自動車と同じ） □ 10 分（バスの方が早い） □ バスがいくら早くても使わない 
 

問 7 バスサービスに関する問 6 でお聞きした以外の項目について、バスを利用するために必要な改善点をお聞かせください。（あてはまるものすべてに☑を付けてください。） 
  

□始発時間の前倒し □終発時間の延長 □バス停施設（上屋・ベンチ）の改善 □駅とバス停との乗継距離の短縮 □鉄道とバスの乗継ダイヤの改善 

□鉄道とバス間の乗継割引の実施 □バスの時刻や乗り場など分かりやすい情報の提供 □バスロケーションシステム＊の導入 □バス行き先の変更 

□自宅の近くにバス停を作る □バス停に自転車置き場を作り、自転車に乗ってバスを利用できるようにする 

□その他（                              ） 

 

問 8 問 3 でお聞きした最寄りの鉄道駅まで、バスで行く場合に、乗換があったとしたら、バスを使いますか。また、乗換を行っても良いと考える乗換の条件を教えてください。 

[バスからバスへの乗換の可否] 
 

□乗換の条件次第でバスを利用する □乗換があるならバスは利用しない 

[乗換の条件]（あてはまるものすべてに☑を付けてください。） 
 

□乗換バス停間の距離が短い □乗換割引が導入されている □乗換バス間のダイヤが調整されている □その他（                     ） 
 

問 9 問 6、問 8 でお聞きしたバスサービスに関する項目の重要度の順番を伺います。「最も重要 1～重要 5」として、1～5 の番号をお書きください。 

１．バスの運行間隔 _______番目 

２．バスの料金 _______番目 

３．バス停までの徒歩距離 _______番目 

４．バスの所要時間 _______番目 

５．バス同士の乗り継ぎの有無 _______番目 

＊バスロケーションシステムとは 
バスの走行位置などを把握する仕組みのことで、自分が乗りたいバスがどこまできているかを、携帯
電話などで調べることができます 

４ページ目にお進みください。 



４ 

問 10 バスサービスのおかれている状況についてお聞きします。 

10-1 堺市内での公共交通の利用者数は右図に示すとおり、年々減少傾向となっていることをご存知でしたか。 
 

□知っていた □何となく感じていた □まったく知らなかった 
 

10-2 美原区内を運行する多くの路線バスは、利用者数が少ないことから、赤字となっていることをご存知でしたか。 
 

□知っていた □何となく感じていた □まったく知らなかった 
 

10-3 赤字状況および利用者数の減少状況を踏まえると、今後の公共交通の維持が難しくなるものと想定されます。 

この状況を踏まえ、あなたの公共交通を利用しようとする意識は変わりましたか。 
 

□積極的に利用しようという意識に変わった □少しは利用しようという意識に変わった 

□その他の意識の変化があった 具体的に（                 ） 

□特段の意識の変化はなかった 

 

問 11 現在美原区では、バスマップの作成の検討が行われています。あなたはこのバスマップの活用方法でどのような方法が良いと思いますか。あてはまるものすべてに☑を付けてください 
 

□最寄りのバス停の時刻表を調べる □まちあるきなどの探検 □バスを使った飲食店の利用など □その他（                      ） 
 

■あなたご自身のことについてお聞きします。

問 12 あなたの年齢をお答え下さい。（2011 年 10 月 1 日現在） 
 

 ＿＿＿＿＿＿歳 
 

問 13 性別をお答えください。 
 

 □ 男性  □ 女性 
 

問 14 職業をお答えください。 
 

 □ 会社員・公務員 □ 自営業 □ パート・アルバイト □ 学生 

 □ 無職   □ 主婦・主夫 □ その他（              ） 
 

問 15 住所を「字名」または「丁目」までお書きください。  

（記入例１：堺市美原区平尾   、記入例２：堺市美原区さつき野西 1 丁目） 
 

堺市美原区                    
 

問 16 あなたは自由に使用できる自動車、バイクを所有していますか。あてはまるすべてに☑をつけてください。 
 

 □自動車を所有している □自動二輪車（原付を除く）を所有している 

 □原動機付自転車を所有している □所有していない、または運転できない 
 

問 17 あなたは自動車の免許を保有していますか。あてはまるすべてに☑をつけてください。 
 

 □普通自動車免許を保有している □自動二輪車（原付を除く）免許を保有している 

 □原動機付自転車免許を保有している □どの免許も保有していない 

 

問 18 あなたは送迎していただける方が、家族や友人等にいますか。 
 

 □いる □いない 
 

問 19 あなたは路線バスを利用するときに、どのくらいの距離を歩くことができますか？ 
 

 □1km 以上 □約 1km □約 500ｍ □約 300ｍ □約 100ｍ □できない 

 

問 20 自宅の最寄りのバス停の名称は知っていますか。 

 また、知っている場合は、その名称と自宅からバス停までの徒歩距離を教えてください。 
 

  □知っている □名前は知らないが場所は知っている □わからない 

 

●バス停名称：         ●バス停への徒歩距離：     m くらい 
 

■美原区の交通について、ご意見などがありましたらお書きください。 

 

 

 

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。 

なお、調査票は 2011 年 11 月 4 日（金）までに同封の返信用封筒に折って入れてご返送ください 
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[堺市の公共交通利用者数の推移] 

※南海、近鉄バスは乗車人員                             資料）堺市統計書 


